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調べるのはアカガエルの仲間

ニホンアカガエル

アカガエルってどんな生きもの？

本州、四国、九州 ： ニホンアカガエル、ヤマアカガエル

北海道 ： エゾアカガエル ほか、琉球諸島などに３種類

成体 ： 昆虫やミミズなどの小動物

① 分 布

② 食 性

③ 繁殖期 本州平野部は1～4月 全国的には11～翌年5月

ヤマアカガエル エゾアカガエル

幼生（オタマジャクシ） ： 落ち葉や水草、水生動物の死骸等

見分けるポイント

↑ ↑

背中の筋がまっすぐ 背中の筋が外側に曲がる 北海道にのみ分布
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アカガエルのくらし

成体は森林や草地で生活する

水田・湿地で産卵し、幼生が育つ

成 体

幼生（オタマジャクシ）卵 塊

森
林
や
草
地

水
田
や
湿
地

アカガエルってどんな生きもの？

アカガエルの生息には、『森・草地』 と 『水辺』 の２つの環境が必要

④ 生息環境
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アカガエルのくらし

メス成体１匹 卵塊１つ

アカガエルってどんな生きもの？

卵塊数を調べると、地域のアカガエルの生息状況が分かる

年１回の産卵期に、メス１匹あたり１つの卵塊を産卵する

→卵塊数を数えることで、成体の個体数を確実に把握できる

＝
卵塊は

約１，５００個の
卵のかたまり

⑤ 産卵

写真提供：長谷川雅美
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調査概要

目 的

アカガエル類の卵塊数を長期的にモニタリングし、

水辺と森林の連続性を評価する

調査時期と頻度

産卵期間中、およそ２週間に１回実施

産卵期間

およそ２週間 およそ２週間 およそ２週間

調査スタート！ 調査日

およそ２週間

調査方法

調査地区内で新しく産まれた卵塊数を数える

調査日 調査日 調査日
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サイト内でアカガエルが産卵しそうな場所を把握する
（現地を歩く・地形図や空中写真を見るとわかりやすい）

STEP１ ～調査地区を設定しよう～

調査の前に

しておくこと

地区Ｂ

地区Ｃ

産卵のため移動

区画

区画
区画

調査地区（地区） とは、水田や湿地が、ひとまとまりにある範囲

地区Ａ

調査地区（地区） の中には、

数えやすいように

調査区画（区画）を設定

ポイント！ポイント！

地区同士は、森林やカエルが
移動できない大きな水路や道
路で分けられる。
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STEP１-サンプリング法- ～産卵場所が広すぎる場合の方法～

調査地区（地区） 内全体にまんべんなくいくつかの区画を設定

→各区画調査の結果から、地区全体の産卵数を推定

A-1 A-3

A-2

A-5

A-4

A-6

A-7

A-8 A-9

A-10

A-11

A-12

A-13

A-● 区画は100～数百mおきに設置。
卵塊がない区画も調査する。

ポイント！ポイント！

地区Ａ
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STEP２ ～卵塊を見分けよう～

調査対象 本 州： ニホンアカガエル
ヤマアカガエル

北海道： エゾアカガエル

見分けるポイント

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル

ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル

ゼリー質が固めで、形がしっかりゼリー質の表面は濁っている

まとまりがゆるく、手ですくいにくいゼリー質に透明感がある

写真提供：長谷川雅美

※北海道には本種のみ
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STEP３ ～卵塊の数を数えよう～

調査方法

区画

区画
区画

調査区画ごとに探索し、毎回新しく
産まれた卵塊を種ごとに数える
（種類が区別できない場合は合算してよい）

ポイント！ポイント！

新しい卵塊かどうかの見分け方
・2週間で、前に産まれた卵塊は形が崩れる

・数えた卵塊のそばに枯れたヨシの茎を差して目印にする

調査は、産卵期間中の約２週間に一度

畦や水路を壊さないように注意！

最低数を記録

←最低『４０』はある

たくさんあるときは・・・
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STEP４ ～記録のしかた～

現地での調査記録の例

地区ごとに環境条件も記録

森林との連続性

圃場整備の状況

水辺のタイプ

放棄水田の割合
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耕作の放棄による 

　産卵場所の消失

ニホンアカガエルの局所的絶滅の要因としての水田耕作放棄 

　　　　　　　　　　　（長田、197 8より描く）

耕作 耕作放棄

長田､（1978）

調査からわかること①

例：水田の耕作放棄によって産卵していた開放水面が消失
→ 産卵数が激減
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調査からわかること②

1987 1997

卵
塊
数
（
対
数
目
盛
）

       1

       10

       100

       1000

       10000

1985 1990 1995 2000 2005

圃場整備の開始

長谷川（１９９９）

例：圃場整備が進み乾田化→ 産卵数が激減


